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帝
政
末
期
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
灌
概
利
権
問
題
に
関
す
る
一
考
察
ー
ラ
ウ
ザ
ー
ン
荘
設
立
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
ー
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
関
係
の
変
遷
、
一
九
一
三
⊥
九
一
五
年
ー
塩
谷
哲
史
序
一
八
六
〇
年
代
後
半
か
ら
ロ
シ
ア
は
本
格
的
に
中
央
ア
ジ
ア
南
部
定
住
地
域
の
軍
事
征
服
を
開
始
し
、
一
八
九
四
年
清
朝
、
九
五
年
イ
ギ
リ
ス
と
の
問
で
相
次
い
で
締
結
し
た
協
定
に
よ
り
パ
ミ
ー
ル
で
の
国
境
を
確
定
す
る
ま
で
、
そ
の
領
土
的
拡
大
は
続
い
た
[しu
奉
oq①
一
N8
0
"
自
昌
。
そ
の
過
程
で
ロ
シ
ア
は
、
一
八
六
七
年
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に
軍
政
執
行
機
関
で
あ
る
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
府
を
設
立
し
、
一
八
七
三
年
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
、
ブ
ハ
ラ
・
ア
ミ
ー
ル
国
と
相
次
い
で
和
平
条
約
を
締
結
し
て
こ
れ
ら
を
保
護
国
化
し
、
一
八
七
六
年
に
は
コ
ー
カ
ン
ド
・
ハ
ン
国
を
併
合
し
た
。
そ
の
結
果
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
に
源
を
発
し
ア
ラ
ル
海
に
注
ぐ
ア
ム
ダ
リ
ヤ
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
帝
政
ロ
シ
ア
お
よ
び
そ
の
二
つ
の
保
護
国
(ブ
ハ
ラ
・ア
ミ
ー
ル
国
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
)
を
流
れ
る
国
際
河
川
と
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
と
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
と
の
関
係
は
、
帝
政
が
崩
壊
す
る
一
九
一
七
年
ま
で
一
八
七
三
年
の
和
平
条
約
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
利
用
に
関
す
る
条
文
は
な
か
っ
た
。
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
か
ら
割
譲
さ
れ
た
ア
ム
ダ
リ
ヤ
右
岸
に
一
八
七
四
年
成
立
し
た
ア
ム
ダ
リ
ヤ
分
区
の
長
官
は
、
ロ
シ
ア
と
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
と
の
関
係
を
直
近
で
監
督
し
た
。
帝
政
末
期
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
灌
概
利
権
問
題
に
関
す
る
一
考
察
(塩
谷
)
一
〇
七
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
〇
八
さ
て
著
者
は
別
稿
(
塩
谷
[卜。
O
一b。
】)
に
お
い
て
、
一
九
=
二
年
六
月
か
ら
宮
廷
貴
族
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
フ
公
竃
霞
9
目
ζ
国
惹
§
畠
ヨ
〉
国
碧
o
霞
δ
bd
(
一
八
七
五
⊥
九
一
九
年
)
、
露
亜
銀
行
頭
取
プ
チ
ー
ロ
フ
〉
自
①
図
8
邸
国
呂
国
o
b⇔
ヨ
ロ
属
§
o
。d
(
一
八
六
六
-
一
九
三
七
年
)
、
技
師
エ
ル
モ
ラ
エ
フ
ζ
o
曾
泪
愚
=
麟
容
自
器
。
国
幽
団
腰
。
員
器
。・
を
主
体
と
す
る
ロ
シ
ア
人
企
業
家
が
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
政
府
と
と
も
に
計
画
し
た
大
規
模
灌
概
と
農
園
設
立
を
目
的
と
し
た
事
業
(
ラ
ウ
ザ
ー
ン
荘
)
が
、
一
八
九
九
年
以
来
続
く
ホ
ラ
ズ
ム
中
部
の
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
を
め
ω
ぐ
る
ヒ
ヴ
ァ
政
府
と
ト
ル
ク
メ
ン
と
の
対
立
の
中
で
頓
挫
し
て
い
く
過
程
を
検
討
し
た
。
た
だ
し
別
稿
で
は
、
ラ
ウ
ザ
ー
ン
荘
に
対
す
る
ロ
シ
ア
政
府
(植
民
地
当
局
お
よ
び
中
央
政
府
)
の
動
向
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
論
で
は
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
ラ
ウ
ザ
ー
ン
荘
の
事
業
へ
の
介
入
の
実
態
と
論
理
、
そ
の
結
末
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
本
論
で
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
中
央
国
立
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
案
件
「ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
領
内
に
お
け
る
灌
概
利
権
に
つ
い
て
○
◎
o
℃
o
§
器
申
臣
豪
容
霞
o
。
霞
葭
目
℃
£
窪
畏
身
×
巷
匿
醤
×
臣
げ
二
(毎
℃
5
善
」
ち
目
」
8
泪
』
い
刈
)
な
ど
の
ロ
シ
ア
植
民
地
行
政
文
書
を
中
心
史
料
と
し
て
用
い
、
露
亜
銀
行
の
文
書
や
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
宮
廷
で
書
か
れ
た
年
代
記
史
料
を
補
足
史
料
と
し
て
用
い
る
。
第
一
節
分
与
規
定
と
ル
ィ
コ
シ
ン
の
批
判
一
九
一
三
年
六
月
一
七
日
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
フ
は
ヒ
ヴ
ァ
を
訪
れ
て
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
に
謁
見
し
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
領
内
の
土
地
所
有
権
取
得
に
関
す
る
仮
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
の
の
ち
、
同
年
七
月
一
日
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
は
、
「
分
与
規
定
」
案
を
鋤
ア
ム
ダ
リ
ヤ
分
区
長
官
ル
ィ
コ
シ
ン
の
も
と
に
送
付
し
た
。
こ
の
分
与
規
定
は
二
〇
力
条
か
ら
成
り
、
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
フ
な
ど
ハ
ン
国
領
内
ね
の
土
地
取
得
を
望
む
企
業
家
た
ち
を
含
む
、
国
有
地
の
分
与
(所
有
権
な
い
し
賃
借
権
の
取
得
)
対
象
者
の
権
利
、
義
務
を
定
め
て
い
た
。
ル
ィ
コ
シ
ン
は
た
だ
ち
に
、
分
与
規
定
案
が
和
平
条
約
の
第
五
条
に
違
反
し
て
い
る
と
繰
り
返
し
述
べ
、
ハ
ン
国
領
内
の
灌
概
の
た
め
の
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
の
処
分
権
弓
臣
。
℃8
目
。冨
渓
碧
零
国
。£
。尽
℃
・霞
〉
ζ
×
ぬ
巷
霞
は
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
に
は
な
い
、
と
主
張
し
た
日
ヌ
℃ぎ
…臼
・
ポ
o口
」
8
孕
O
いメ
自
」
いー
一いo◎
・b
ωl
D占
。
し
か
し
こ
の
主
張
は
、
船
舶
の
航
行
を
規
定
し
た
同
条
約
第
五
条
の
拡
大
解
釈
に
過
ぎ
ず
、
の
ち
に
外
相
サ
ゾ
ー
ノ
ブ
○
戸
O
欝
畠
畠
は
、
こ
の
主
張
を
批
判
し
て
い
る
[昌
〉
℃
5
善
]
b
戸
一8
孕
Oい
メ
員
」
い
ひ。
α]
。
ル
ィ
コ
シ
ン
は
な
ぜ
条
約
の
拡
大
解
釈
を
行
っ
て
、
分
与
規
定
案
と
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
の
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
の
処
分
権
を
否
定
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
彼
が
ハ
ン
国
宮
廷
に
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
一
三
年
五
月
一
九
日
ハ
ン
は
、
ル
ィ
コ
シ
ン
と
会
談
し
、
分
与
規
定
案
が
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
に
よ
っ
て
審
議
、
承
認
さ
れ
る
ま
で
、
国
有
地
の
分
与
を
含
め
た
ロ
シ
ア
人
企
業
家
た
ち
へ
の
灌
概
利
権
o唇
。屑
詔
臣
窒
6
霞
o。畠
国
の
供
与
は
認
め
な
い
、
と
述
べ
て
い
た
日
ヨ
勺寄
善
.
r
自
」
メ
戸
O
鴇
》員
●
ω刈。
O
%
し
か
し
実
際
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
六
月
一
七
日
ハ
ン
は
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
フ
と
国
有
地
の
分
与
に
関
す
る
仮
契
約
を
締
結
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ル
ィ
コ
シ
ン
の
み
な
ら
ず
ハ
ン
国
宮
廷
内
部
か
ら
も
、
こ
れ
を
二
枚
舌
の
政
策
と
懸
念
す
る
声
が
あ
っ
た
。
ル
ィ
コ
シ
ン
は
さ
ら
に
、
ハ
ン
国
宮
廷
の
通
訳
で
あ
っ
た
タ
タ
ー
ル
人
マ
ク
ス
ー
ド
ブ
な
る
人
物
が
、
ハ
ン
に
分
与
規
定
案
の
作
成
を
そ
そ
の
か
し
た
、
㈲
と
見
て
い
た
冒
『〉
℃
ぎ
"貸
滑
o
口
」
8
戸
Oい刈
も
●ω
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◎
ま
た
、
ル
ィ
コ
シ
ン
は
分
与
規
定
が
発
布
さ
れ
れ
ば
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
左
岸
に
お
い
て
無
制
限
に
灌
概
事
業
が
実
施
さ
れ
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
右
岸
に
お
け
る
耕
地
拡
大
の
可
能
性
を
減
少
さ
せ
る
、
と
懸
念
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
利
用
の
総
量
を
調
査
し
、
そ
の
後
ア
ム
ダ
リ
ヤ
右
岸
の
住
民
の
水
需
要
を
満
た
し
て
か
ら
初
め
て
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
左
岸
に
お
け
る
耕
地
拡
大
の
た
め
の
灌
概
事
業
を
認
め
る
よ
う
主
張
し
た
日
タ
℃
ざ
善
」
b
口
」
8
員
.Oい
刈"自
]
いー
一ひ
。9
。
こ
の
主
張
は
、
停
滞
し
て
い
た
ア
ム
ダ
リ
ヤ
分
区
領
内
の
灌
概
発
展
の
可
能
性
と
、
一
九
一
一
-
一
二
年
に
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
の
み
な
ら
ず
分
区
領
内
を
襲
っ
た
凶
作
と
穀
物
価
格
の
高
騰
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
㈲
え
ら
れ
る
【】月
〉
℃
ぎ
日
臼
・
P
O
類
」
"
尊
ω
一轟
"
員
為
昌
。
さ
て
、
『
ロ
シ
ア
の
朝
喜
。
ぎ
8
§
』
紙
に
「
い
ま
や
ヒ
ヴ
ァ
を
諸
州
に
分
割
す
べ
き
と
き
で
は
な
い
か
」
と
題
す
る
無
名
氏
の
論
説
が
掲
載
さ
れ
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
の
ロ
シ
ア
へ
の
即
時
併
合
を
訴
え
た
層
¢
口
o
冨
詣
国
×
国
翅
…
一
㊤
這
】。
『
ロ
シ
ア
の
朝
』
紙
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
企
業
家
で
、
綿
花
王
の
異
名
を
と
っ
た
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
リ
ャ
ブ
シ
ン
ス
キ
ー
コ
●
口
・
守
◎
日
臣
臭
愚
(
一
八
七
一
-
一
九
二
四
年
)
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
、
商
人
身
分
の
利
益
の
擁
護
と
そ
の
集
団
意
識
の
強
化
を
目
指
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
【匹
o
げ
9
一
〇
。
ド
P
O
ひ
]。
ま
た
彼
は
、
一
九
〇
九
年
フ
ェ
ル
ガ
ナ
で
の
灌
概
事
業
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
モ
ス
ク
ワ
灌
概
会
社
ぎ
。
容
。d
貫
銘
o
づ
o
。
腎
窪
臣
舘
蓉
竃
口
臣
冨
の
創
設
者
の
一
人
帝
政
末
期
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
灌
概
利
権
問
題
に
関
す
る
一
考
察
(塩
谷
)
一
〇
九
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
=
一年
一
二
月
一
一
〇
で
あ
っ
た
【ざ
験
這
O
い"
ω刈ω
]。
こ
の
論
説
は
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
へ
の
経
済
進
出
を
図
る
ロ
シ
ア
人
企
業
家
た
ち
の
、
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
の
ロ
シ
ア
へ
の
即
時
併
合
を
訴
え
る
声
を
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
当
時
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
行
政
官
た
ち
の
間
で
は
、
無
制
限
な
企
業
活
動
へ
の
警
戒
感
が
根
強
か
っ
た
と
さ
れ
る
[8
穿
這
Oい
"
ω。↑
ω
。Σ
。
ル
ィ
コ
シ
ン
も
ま
た
、
こ
う
し
た
警
戒
感
を
共
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
こ
の
『ロ
シ
ア
の
朝
』
紙
の
論
説
に
反
駁
す
る
覚
の
書
の
手
稿
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
政
府
の
漸
進
的
か
つ
建
設
的
な
事
業
と
ア
ム
ダ
リ
ヤ
分
区
住
民
の
福
利
向
上
に
よ
り
、
そ
の
同
族
人
負
臣
。目
窪
o臣
受
た
る
ヒ
ヴ
ァ
人
が
彼
ら
の
生
活
を
観
察
す
る
こ
と
で
次
第
に
権
利
と
法
秩
序
の
意
識
8
ω臣
霞
o
摺
田
薗
国
冨
δ
臣
o
。目
に
目
覚
め
、
現
行
の
ヒ
ヴ
ァ
政
府
の
統
治
の
欠
陥
は
す
べ
て
取
り
除
か
れ
る
。
同
時
に
ロ
シ
ア
政
府
の
監
督
の
も
と
鉄
道
を
始
め
と
す
る
近
代
的
施
設
の
ハ
ン
国
へ
の
導
入
を
進
め
て
い
け
ば
、
時
宜
が
適
っ
た
時
に
ハ
ン
国
は
ロ
シ
ア
〔内
地
と
同
様
〕
の
諸
　
州
q
◎o琵
匿
へ
と
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
【月
ヌ
窄
5
…貸
P
。戸
剖
孕
ω
一轟㌔
員
斜
刈』
。1
謬
。
呂
。
ル
イ
コ
シ
ン
は
、
ロ
シ
ア
政
府
の
許
可
な
く
ハ
ン
国
内
で
無
制
限
な
水
利
用
と
灌
概
事
業
を
計
画
す
る
企
業
家
の
活
動
は
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
分
区
の
灌
概
発
展
を
阻
害
し
、
漸
進
的
な
ハ
ン
国
の
併
合
に
向
け
た
政
策
の
障
害
に
な
る
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
彼
は
、
当
時
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
利
用
に
関
す
る
規
定
が
な
か
っ
た
和
平
条
約
を
拡
大
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ハ
ン
国
政
府
が
進
め
よ
う
と
し
た
企
業
主
導
の
灌
概
事
業
に
介
入
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
ル
ィ
コ
シ
ン
の
和
平
条
約
の
拡
大
解
釈
と
事
業
へ
の
介
入
の
真
意
は
、
こ
れ
ら
の
理
由
だ
け
で
説
明
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
論
第
三
節
以
降
で
、
当
時
の
ロ
シ
ア
政
府
の
政
策
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
真
意
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
さ
て
、
ル
ィ
コ
シ
ン
の
分
与
規
定
案
へ
の
批
判
に
直
面
し
た
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
は
、
一
九
二
二
年
七
月
一
九
日
付
六
二
五
号
ル
ィ
コ
シ
ン
宛
の
書
簡
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
①
和
平
条
約
第
五
条
に
は
船
舶
航
行
に
つ
い
て
の
言
及
し
か
な
く
、
同
条
約
第
二
条
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
と
ヒ
ヴ
ァ
の
国
境
は
ア
ム
ダ
リ
ヤ
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
両
者
は
そ
の
水
を
均
等
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
ヒ
ヴ
ァ
領
の
灌
概
に
必
要
な
量
の
水
は
、
古
来
ハ
ン
の
裁
量
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
政
府
は
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
領
内
の
水
利
用
に
介
入
し
て
こ
な
か
っ
た
。
③
ハ
ン
国
の
下
流
域
で
以
前
荒
廃
し
て
い
た
土
地
は
、
最
近
二
〇
年
間
灌
概
と
耕
作
が
行
わ
れ
て
お
り
、
農
業
発
展
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
ハ
ン
が
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
に
よ
っ
て
灌
概
、
耕
作
を
行
う
べ
き
で
あ
る
[§
勺
ぎ
善
」
も
舅
一8
孕
O
い
刈
導
自
員
.
P
ω
ー
P
轟
O
α
」
0
そ
れ
で
は
、
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
の
主
張
の
根
拠
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
一
八
七
三
年
の
和
平
条
約
に
は
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
に
お
け
る
国
境
線
(第
二
条
)
お
よ
び
船
舶
の
航
行
(第
五
条
)
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
の
み
で
あ
る
【漆
否
。
臭
愚
6
一い
軸
一。
O
]。
一
六
世
紀
初
頭
の
ウ
ズ
ベ
ク
遊
牧
集
団
の
征
服
と
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
の
成
立
後
も
、
ホ
ラ
ズ
ム
に
お
け
る
農
耕
の
伝
統
は
維
持
さ
れ
て
き
た
【密
驕
自
栢
6
P
S
一
〇
二
。
ハ
ン
や
そ
の
高
官
た
ち
は
、
運
河
の
湊
深
ρ
倒昌
を
指
揮
し
、
三
月
に
ア
ム
ダ
リ
ヤ
沿
岸
に
あ
る
幹
線
運
河
の
取
水
口
を
開
き
、
一
一
月
に
そ
れ
を
閉
じ
、
さ
ら
に
氾
濫
に
際
し
て
は
、
し
ば
し
ば
自
ら
堰
の
建
設
、
堤
防
の
補
修
に
赴
き
作
業
を
指
揮
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
農
耕
の
伝
統
を
支
え
て
き
た
窃
耳
ζ
`
冨
日
ヨ
巴
ζ
則贔
σ
6
。
。
二
宝
。
二
。ヨ
似
.コ
穿
9
一
〇
〇
一
"
旨
ρ
泪
臣
自
¢
。・
。
霞
詠
一
。
い
一
る
♪
。
Ω
。
灌
概
の
た
め
の
労
働
力
は
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
な
ど
の
定
住
民
に
課
す
賦
役
9
αq
騨
に
よ
り
確
保
さ
れ
た
[切u
器
σq
色
這
8
]。
一
八
七
三
年
の
保
護
国
化
後
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
は
外
交
権
を
喪
失
し
た
が
、
灌
概
の
監
督
を
含
む
内
政
上
の
自
治
は
享
受
し
て
い
た
。
一
方
で
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
ハ
ン
国
領
内
の
灌
概
事
業
へ
の
介
入
も
存
在
し
た
。
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
の
主
張
③
に
関
連
し
て
、
一
八
九
三
年
に
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
府
が
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
に
対
し
要
求
し
た
新
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
の
建
設
計
画
は
そ
う
し
た
介
入
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
総
督
府
は
、
ハ
ン
国
が
灌
概
工
事
を
実
施
し
新
灌
概
地
を
ハ
ン
国
領
と
す
る
か
、
そ
れ
と
も
ロ
シ
ア
政
府
が
灌
概
工
事
を
実
施
し
新
灌
概
地
を
ロ
シ
ア
政
府
に
移
管
す
る
か
の
選
択
を
ハ
ン
国
に
迫
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
の
父
サ
イ
イ
ド
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
ヒ
ー
ム
・
ハ
ン
は
、
新
灌
概
地
の
ロ
シ
ア
政
府
へ
の
移
管
を
避
け
、
か
つ
建
設
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
府
か
ら
提
示
さ
れ
た
計
画
を
「
現
地
の
条
件
に
合
わ
せ
て
8
。
9
8
吉
器
。目
臣
豪
饗
き
。・
国
羨
」
変
更
し
、
一
八
九
四
年
自
ら
そ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
で
[惣
℃
巳
臼
2
栢
国
門
碧
§
三
〇
8
1
一
〇
〇
ω
【
"
圏
。
]、
ハ
ン
国
領
内
に
お
け
る
灌
概
の
自
主
裁
量
権
を
㈲
辛
う
じ
て
維
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
は
、
ル
ィ
コ
シ
ン
に
よ
る
一
八
七
三
年
の
和
平
条
約
の
解
釈
に
は
根
拠
が
な
く
、
ロ
シ
ア
の
保
護
国
化
以
前
と
以
後
を
含
め
た
歴
史
的
経
緯
に
よ
れ
ば
ア
ム
ダ
リ
ヤ
左
岸
に
位
置
す
る
ハ
ン
国
領
内
の
灌
概
の
自
主
裁
量
権
は
自
身
帝
政
末
期
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
灌
概
利
権
問
題
に
関
す
る
一
考
察
(塩
谷
)
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
一
二
に
あ
る
と
し
て
、
ル
ィ
コ
シ
ン
の
批
判
に
対
し
て
反
論
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
反
論
は
確
か
に
根
拠
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
節
A
.
V
.
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
開
発
政
策
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
=
二
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
の
分
与
規
定
案
を
め
ぐ
っ
て
、
ハ
ン
と
ア
ム
ダ
リ
ヤ
分
区
長
官
ル
ィ
コ
シ
ン
と
の
間
に
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
利
用
を
め
ぐ
る
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
論
争
に
関
し
て
ロ
シ
ア
政
府
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
示
し
た
の
か
。
当
時
の
ロ
シ
ア
政
府
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
開
発
政
策
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
て
み
た
い
。
一
八
六
〇
年
代
の
軍
事
征
服
に
と
も
な
っ
て
開
始
さ
れ
た
帝
政
ロ
シ
ア
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
統
治
の
特
徴
は
、
陸
軍
省
の
管
轄
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
中
央
か
ら
あ
る
程
度
独
立
し
た
権
限
を
委
ね
ら
れ
た
総
督
に
よ
る
軍
政
の
施
行
に
あ
る
。
そ
し
て
、
治
安
の
維
持
と
徴
税
に
関
心
を
持
つ
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
府
は
、
お
び
た
だ
し
い
腐
敗
に
お
か
さ
れ
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
正
教
の
普
及
も
限
定
的
で
あ
る
な
ど
、
概
し
て
現
地
ム
ス
リ
ム
社
会
へ
の
干
渉
を
ひ
か
え
る
放
置
政
策
を
と
っ
た
[小
松
N
OO
ρ
ωω
仰
宇
山
b。
OOΩ
。
こ
う
し
た
放
置
政
策
は
現
地
人
の
水
利
用
に
関
し
て
も
当
て
は
ま
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
モ
リ
ソ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
ロ
シ
ア
政
府
内
で
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
水
利
慣
行
を
調
査
し
、
新
た
な
水
利
権
法
を
策
定
す
る
試
み
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
冒
。
ヨ
。・8
8
0
。…
P
ωい
一。
ま
た
軍
事
征
服
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
原
綿
供
給
地
化
は
、
飢
餓
草
原
の
灌
概
開
発
の
企
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
ロ
シ
ア
政
府
主
導
の
灌
概
事
業
の
試
み
と
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
[ζ
〇三
。oコ
P
OO
。』
ω轟
】。
し
か
し
、
日
露
戦
争
で
の
敗
北
と
革
命
運
動
の
高
揚
に
よ
り
動
揺
し
た
帝
政
の
立
て
直
し
を
目
指
し
た
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
改
革
が
、
一
九
〇
六
年
に
開
始
さ
れ
、
同
年
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
ー
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
鉄
道
が
開
通
す
る
と
、
状
況
は
変
化
し
た
。
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
改
革
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
農
業
改
革
は
、
〇
六
年
一
一
月
九
日
付
の
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
の
勅
令
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
行
政
機
構
に
よ
る
社
会
変
革
と
い
う
伝
統
的
な
方
法
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
独
立
自
営
農
民
の
育
成
と
農
村
共
同
体
で
あ
る
ミ
ー
ル
の
解
体
を
目
指
し
た
【和
田
N
OO
P
N①
。凸
刈
一旧
池
田
N8
刈
』
舘
。
西
山
克
典
に
よ
る
と
、
こ
の
農
業
改
革
の
主
要
な
要
素
の
一
つ
に
、
ロ
シ
ア
内
地
農
村
の
過
剰
人
口
の
放
出
、
す
㎝
な
わ
ち
シ
ベ
リ
ア
や
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
移
民
促
進
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
[西
山
NO
Oω
」
NO]。
そ
し
て
、
〇
五
年
に
組
織
さ
れ
て
い
た
土
地
整
理
農
業
総
局
の
局
長
に
就
任
し
た
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
}
Ud
●穴
醤
じd
。日
o臣
(
一
八
五
七
-
一
九
二
一
年
)
は
、
一
二
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
視
察
を
行
い
、
五
月
に
は
『覚
書
』
只
葛
巴
日
Φ塁
6
一』
を
執
筆
し
、
新
た
な
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
開
発
計
画
を
立
案
し
た
[栄
℃蕊
o
日
o臣
一〇
〇ω
"
一ω呂
。
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
灌
概
事
業
の
振
興
に
よ
る
灌
概
地
の
拡
大
と
そ
れ
ら
へ
の
ロ
シ
ア
人
入
植
の
推
進
、
ロ
シ
ア
人
入
植
者
に
よ
る
綿
花
栽
培
の
促
進
を
組
み
合
わ
せ
た
計
画
で
あ
っ
た
[内
げ
巴
置
一㊤
O。
"
①
9
冒
鹸
一〇㊤仰
ω
○。コ
。
す
な
わ
ち
、
鉄
道
の
開
通
と
ア
メ
リ
カ
産
綿
花
へ
の
関
税
強
化
に
よ
る
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
綿
花
生
産
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
国
内
需
要
の
半
分
は
ア
メ
リ
カ
産
綿
花
に
依
存
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
綿
花
生
産
の
拡
大
と
ロ
シ
ア
の
原
綿
完
全
自
給
の
達
成
の
た
め
に
は
、
一
億
五
九
〇
〇
万
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
に
及
ぶ
広
大
な
領
域
の
う
ち
わ
ず
か
一
・五
-
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
土
地
が
灌
概
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
、
さ
ら
に
三
〇
〇
万
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
を
灌
概
す
る
開
発
事
業
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
、
と
[穴
醤
国o巨
o臣
6
一ド
ω
b
O-
ω
一】。
そ
し
て
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
、
「現
地
人
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
容
℃o臣
息
身
嘆
。自
臣
」
に
対
置
さ
れ
る
、
ロ
シ
ア
人
入
植
者
の
み
が
居
住
す
る
「新
し
い
ト
ル
キ
ス
タ
ン
=
8
ぴ忌
身
壌
o自
量
」
な
い
し
「
ロ
シ
ア
人
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
ξ
8
天
愚
身
℃器
9
臣
」
を
創
出
し
、
彼
ら
が
綿
花
栽
培
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
辺
境
の
支
配
強
化
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
冤
葛
ゆ。日
・臣
6
一P
…
唱
1
。
一]。
こ
こ
に
土
地
整
理
農
業
総
局
を
中
心
と
し
た
ロ
シ
ア
中
央
政
府
は
、
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
の
農
業
改
革
と
ト
ル
キ
ス
タ
ン
統
治
を
結
び
つ
け
、
か
つ
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
灌
概
事
業
の
推
進
と
原
綿
供
給
地
化
と
を
結
び
つ
け
る
政
策
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
は
、
一
九
〇
九
年
か
ら
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
開
発
計
画
と
予
算
案
の
審
議
に
着
手
し
て
い
た
が
、
=
二
年
に
は
、
五
力
年
で
一
億
五
〇
〇
〇
万
ル
ー
ブ
ル
に
の
ぼ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
、
ア
ジ
ア
・
ロ
シ
ア
の
土
地
改
良
事
業
の
た
め
の
基
金
曾
昌
の
創
設
が
国
家
ド
ゥ
ー
マ
で
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
開
発
の
た
め
の
予
算
三
九
〇
〇
万
ル
ー
ブ
ル
も
含
ま
れ
て
お
り
、
一
四
年
三
月
八
日
大
臣
会
議
は
こ
の
土
地
改
良
事
業
案
を
承
認
し
た
只
冨
。・。日
窪
巴
O
Oω
"
一旨
上
ωω]。
さ
て
、
こ
れ
以
前
に
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
は
、
政
府
予
算
の
み
で
の
灌
概
事
業
実
施
の
限
界
を
認
識
し
、
企
業
の
誘
致
を
模
索
し
て
い
た
。
帝
政
末
期
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
灌
概
利
権
問
題
に
関
す
る
一
考
察
(塩
谷
)
一
一
三
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
一
四
そ
し
て
彼
は
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
灌
概
に
お
け
る
国
家
と
企
業
の
役
割
を
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
こ
の
地
方
に
お
け
る
灌
概
は
、
原
綿
供
給
地
化
と
い
う
経
済
的
重
要
性
の
み
な
ら
ず
、
ロ
シ
ア
人
の
辺
境
へ
の
入
植
と
支
配
の
強
化
と
い
う
政
治
的
重
要
性
も
有
す
る
。
国
家
は
企
業
に
土
地
と
灌
概
の
権
利
を
提
供
し
、
企
業
は
国
家
に
資
金
を
提
供
す
る
。
新
た
な
灌
概
地
は
国
家
と
企
業
の
間
で
等
分
さ
れ
、
国
家
が
獲
得
す
る
新
た
な
灌
概
地
に
は
ロ
シ
ア
人
入
植
を
促
進
し
、
一
方
で
企
業
は
、
自
身
が
獲
得
し
た
灌
概
地
か
ら
の
利
益
を
国
家
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
国
家
目
標
と
企
業
の
利
益
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
、
灌
概
へ
の
企
業
誘
致
に
関
す
る
法
律
と
水
利
権
法
。d。
琵
愚
鑓
δ
匡
と
い
う
二
つ
の
法
整
備
が
急
務
で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
冤
薯
。。日
o臣
一〇
導
ω。ム
ω
]。
そ
し
て
一
九
〇
九
年
か
ら
一
二
年
に
か
け
て
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
は
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
、
こ
の
二
つ
の
法
案
審
議
の
た
め
の
政
府
・
企
業
間
の
会
議
を
開
催
し
た
。
法
案
は
そ
の
後
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に
お
い
て
も
審
議
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
一
三
年
一
月
水
利
権
法
案
、
一
三
年
五
月
企
業
誘
致
に
関
す
る
法
案
が
、
と
も
に
国
家
ド
ゥ
ー
マ
に
提
出
さ
れ
た
【8
験
6
0い
"器
い]。
し
か
し
こ
れ
ら
の
法
案
は
、
国
家
目
標
の
た
め
に
企
業
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
も
の
と
し
て
、
企
業
家
の
反
発
を
受
け
た
。
ま
ず
企
業
誘
致
の
法
案
に
お
い
て
、
企
業
家
は
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
府
な
ど
の
反
対
に
よ
り
土
地
所
有
権
の
取
得
を
著
し
く
制
限
さ
れ
、
新
灌
概
地
の
半
分
を
ロ
シ
ア
人
移
民
に
割
当
て
る
義
務
、
政
府
と
の
契
約
締
結
義
務
、
事
業
保
証
金
な
ど
の
政
府
へ
の
納
入
義
務
を
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
水
利
権
法
案
に
関
し
て
は
、
伝
統
的
な
水
利
慣
行
を
温
存
し
た
ま
ま
、
国
家
の
「高
権
的
処
分
権
。σ書
ぎ
。d頃
o
o
B
。口
。冨
器
臣
Φ」
を
余
剰
水
8
。◎。槌
匡
o
＼
蕊
目
日
=口
o
ud昌
ぴ一
に
適
用
し
よ
う
と
し
た
【8
津
這
Oい
"
ω
刈
。1
ω。押
ζ
。
頃
一の8
8
0
。
日
Pω
Σ
。
一
九
〇
五
年
か
ら
土
地
整
理
農
業
総
局
で
開
始
さ
れ
た
水
利
権
法
制
定
に
携
わ
っ
た
、
移
民
局
官
僚
で
あ
っ
た
ギ
ン
ス
頴
。℃
ヨ
寄
弱
冨
胃
臣
o
。・匿
門
§
。
(
一
八
八
七
-
一
九
七
一
年
)
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
、
国
家
に
水
の
所
有
権
趨
臣
0
8
0。冒
¢臣
o。冒
田
切自
口
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
高
権
的
処
分
権
は
認
め
ら
れ
る
。
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
慣
習
上
ま
た
は
成
文
化
さ
れ
た
現
行
法
に
お
い
て
、
各
水
系
の
水
に
対
す
る
権
利
は
、
そ
の
水
を
灌
概
の
た
め
に
分
配
す
る
農
村
な
い
し
都
市
の
共
同
体
全
体
に
帰
属
し
て
お
り
、
そ
れ
は
新
た
な
水
利
権
法
に
お
い
て
も
変
更
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
後
灌
概
が
必
要
な
無
主
地
畠
。
9
崔
ぴδ
ω寒
自
と
遊
牧
民
の
余
剰
地
蕊
嘗
日
§
ω窪
o申
否
畠̀
。
8
畿
98
器
霞
凶
は
、
一
八
八
六
年
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
統
治
規
程
第
二
五
七
条
お
よ
び
第
二
七
〇
条
補
則
一
に
よ
り
国
家
の
占
有
呂
錯
o霞
①
下
に
あ
る
た
め
、
国
家
は
あ
ら
ゆ
る
余
剰
水
。。・。9
崔
ぴδ
巴
泪
匡
と
余
剰
地
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
[安
題
¢
一悼
誌
よ
]。
こ
の
法
案
に
お
い
て
、
企
業
家
の
灌
概
事
業
の
た
め
の
水
利
用
は
、
現
地
の
水
利
用
者
の
権
利
と
国
家
の
余
剰
水
に
対
す
る
権
利
に
抵
触
し
な
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
企
業
家
た
ち
は
、
ロ
シ
ア
政
府
主
導
の
灌
概
事
業
と
競
合
し
た
場
合
に
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
、
ま
た
現
地
人
の
保
護
を
理
由
に
企
業
の
水
利
用
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
政
府
の
姿
勢
に
対
し
て
反
発
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
法
案
は
、
二
二
年
秋
ま
で
に
モ
ス
ク
ワ
灌
概
会
社
が
フ
ェ
ル
ガ
ナ
に
お
け
る
灌
概
事
業
の
規
模
を
大
幅
に
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
例
に
あ
る
よ
う
に
、
企
業
家
が
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
灌
概
事
業
に
乗
り
出
す
上
で
の
障
害
と
な
っ
た
【ざ
留
6
ゆ跡
い
・。
一占
。』
。
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
法
整
備
が
、
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
両
国
に
ま
た
が
る
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
灌
概
事
業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
の
か
。
次
節
で
検
討
し
て
み
た
い
。
第
三
節
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
に
お
け
る
灌
概
利
権
問
題
と
ラ
ウ
ザ
ー
ン
荘
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
と
ル
ィ
コ
シ
ン
の
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
利
用
を
め
ぐ
る
論
争
が
起
き
た
時
点
で
す
で
に
、
一
九
一
〇
年
か
ら
土
地
改
良
局
は
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
余
剰
水
の
総
量
を
確
定
す
べ
く
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
領
内
を
含
む
同
流
域
全
体
の
灌
概
調
査
に
着
手
し
て
い
た
日
臣
9。①驕
臣
=
旨
8
P
土
。
た
だ
し
、
土
地
整
理
農
業
総
局
を
中
心
と
し
た
ト
ル
キ
ス
タ
ン
開
発
政
策
の
策
定
と
灌
概
事
業
へ
の
企
業
誘
致
に
対
し
て
、
企
業
家
の
反
応
は
素
早
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
土
地
整
理
農
業
総
局
は
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
灌
概
利
権
o℃
。
。目
o自
臣
ミ
暑
穣
門琵
国。
臣
窒
容
蛋
08
蓄
問
題
を
提
起
し
て
、
こ
れ
ら
企
業
家
の
活
動
を
規
制
す
る
法
整
備
を
進
め
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
れ
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
灌
概
へ
の
企
業
誘
致
に
関
す
る
法
律
と
水
利
権
法
に
対
応
す
る
原
則
を
、
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
両
国
を
含
む
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
に
お
け
る
企
業
家
の
灌
瀧
事
業
に
適
用
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
=
年
五
月
二
日
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
は
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
サ
ム
ソ
ー
ノ
ブ
に
対
し
、
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
両
国
内
で
の
企
業
の
灌
概
事
業
に
認
可
を
行
う
際
に
は
、
事
前
に
土
地
整
理
農
業
総
局
の
同
意
を
求
め
る
よ
う
通
告
し
た
窟
ヌ
℃ぎ
善
.P
帝
政
末
期
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
灌
瀧
利
権
問
題
に
関
す
る
一
考
察
(塩
谷
)
一
一
五
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
=
一年
一
二
月
一
一
六
自
」
9孕
ωい
P
員
・ω1
ω。
O
]
。
一
三
年
七
月
初
旬
、
土
地
改
良
局
内
で
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
と
陸
軍
、
外
務
両
省
代
表
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
私
的
会
合
に
お
い
て
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
処
分
権
と
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
に
お
け
る
灌
概
利
権
供
与
に
関
す
る
基
本
原
則
。
。ぎ
。σ臣
①
国
錯
碧
。
草
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
の
後
ト
ル
痔
ス
タ
ン
総
督
府
で
の
審
議
を
経
て
、
大
臣
会
議
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
日
ヌ
勺
5
弓
」
も
戸
一8
孕
Oい
8
自
」
昌
⊥
一P
一ω
一1
一ω
一〇2
。
し
か
し
=
二
年
一
二
月
に
か
け
て
ロ
シ
ア
政
府
内
で
は
、
「残
念
な
が
ら
我
々
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
関
係
諸
機
関
の
長
た
ち
の
間
に
見
解
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
」
状
況
と
な
っ
た
E
ヌ
℃ざ
善
」
"
。戸
一8
単
O
い8
炉
一這
。
9
。
中
央
政
府
内
で
ト
ル
キ
ス
タ
ン
行
政
を
管
轄
す
る
陸
軍
省
と
参
謀
本
部
が
、
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
両
国
政
府
は
ロ
シ
ア
人
企
業
家
に
灌
概
利
権
を
自
由
に
供
与
し
う
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
府
は
両
者
の
灌
概
利
権
供
与
を
規
制
す
べ
く
、
む
し
ろ
土
地
整
理
農
業
総
局
よ
り
の
姿
勢
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
サ
ム
ソ
ー
ノ
ブ
は
、
ル
ィ
コ
シ
ン
の
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
に
対
す
る
批
判
を
受
け
、
そ
の
分
与
規
定
案
と
当
時
ブ
ハ
ラ
領
内
の
シ
ー
ラ
ー
バ
ー
ド
で
灌
瀧
事
業
を
計
画
し
て
い
た
ア
ナ
ニ
エ
フ
が
ア
ミ
ー
ル
国
政
府
か
ら
受
領
し
た
約
定
書
目輿
自
0
9
ω碧
Φ自
臼
。u帥
を
も
と
に
、
利
権
保
有
者
(企
業
家
)
が
ハ
ン
国
政
府
、
ロ
シ
ア
政
府
そ
れ
ぞ
れ
と
結
ぶ
べ
き
契
約
岩
3
切名
案
の
作
成
、
審
議
を
命
じ
た
冒
『〉
勺ぎ
善
]
b
口
」
メ
孕
O
い8
自
」
O
ω1
一一蝕
。
一
方
で
一
三
年
六
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
の
交
渉
に
よ
り
、
宮
廷
貴
族
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
フ
、
露
亜
銀
行
(頭
取
プ
チ
ー
ロ
フ
)、
エ
ル
モ
ラ
エ
フ
技
師
を
中
心
と
す
る
企
業
家
は
、
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
か
ら
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
沿
岸
の
二
万
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
に
お
よ
ぶ
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
一
月
二
七
日
ル
ィ
コ
シ
ン
は
、
こ
の
所
有
権
移
転
の
勅
令
お
よ
び
そ
れ
に
付
さ
れ
た
契
約
書
を
認
証
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
企
業
家
を
主
体
と
す
る
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
領
内
で
の
大
規
模
灌
概
と
農
園
設
立
を
目
指
す
ラ
ウ
ザ
ー
ン
荘
の
事
業
が
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
[塩
谷
N8
b。
】。
こ
う
し
た
企
業
家
た
ち
の
素
早
い
動
き
に
対
し
、
一
四
年
一
月
四
日
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
、
同
月
=
日
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
お
い
て
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
の
灌
概
利
権
に
関
す
る
会
議
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
、
最
終
的
に
基
本
原
則
案
は
、
三
月
十
三
日
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
開
催
さ
れ
た
コ
コ
フ
ツ
ォ
フ
を
議
長
と
す
る
大
臣
会
議
に
お
い
て
、
十
力
条
か
ら
な
る
「新
た
な
土
地
の
灌
概
を
目
的
と
し
た
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
に
お
け
る
水
利
用
基
本
原
則
O
霞
畠
臣
o
頃
鍍
碧
曽
§
口
自
寓
o
。・
臣
凶
。
。
員
〉
塁
-泪
巷
ぴ
臣
。
6
8
9
。
8
母
9
b・
局
自
×
o
℃
。
日
o
国
蕾
ぎ
。
藁
ω
窪
o
自
」
と
し
て
承
認
さ
れ
た
[巳
肩
〉
℃
ぎ
壱
・
P
o
口
●
r
騨
ω
一
轟
Ψ
目
・
ω
1
Σ
。
こ
の
基
本
原
則
は
第
一
条
に
お
い
て
、
「
ロ
シ
ア
帝
国
政
府
は
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
水
の
処
分
権
を
有
す
る
寄
。
口
。
窟
蓉
爵
o
切
。
召
§
>
5
、-智
写
臣
。
否
8
9
8
愚
踏
9
弓
臣
避
員
o受
§
蓉
田
震
臼
O
℃
O
丙
○
萎
身
8
6
ξ
口
℃
鎚
胃
①自
。
日
翅
」
と
明
記
し
た
。
こ
れ
は
当
時
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
水
利
権
法
に
盛
り
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
た
「高
権
的
処
分
権
b。・℃
×。臣
8
冨
8
。冨
顔
窪
国¢」
の
原
則
を
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
両
国
領
内
で
両
国
政
府
お
よ
び
ロ
シ
ア
政
府
が
実
施
す
る
灌
概
事
業
に
関
す
る
諸
条
項
(第
二
条
-
第
四
条
)
に
続
い
て
、
両
国
内
に
お
け
る
企
業
家
の
灌
概
事
業
に
つ
い
て
の
原
則
を
規
定
し
て
い
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
ロ
シ
ア
政
府
が
両
国
内
で
灌
概
事
業
を
実
施
す
る
際
に
は
、
両
国
政
府
が
必
要
な
土
地
を
提
供
し
、
さ
ら
に
新
灌
概
地
の
半
分
を
ロ
シ
ア
政
府
に
移
管
し
、
ロ
シ
ア
人
移
民
に
割
当
て
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
後
者
に
関
し
て
は
企
業
家
が
、
①
ロ
シ
ア
政
府
関
係
機
関
(土
地
整
理
農
業
総
局
、
陸
軍
省
、
交
通
省
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
府
)
に
よ
る
利
権
供
与
の
合
意
、
認
可
を
必
要
と
し
(第
五
条
)、
②
両
国
政
府
と
の
契
約
に
加
え
て
ロ
シ
ア
政
府
と
「特
別
契
約
。
8
α
憲
岩
門8
名
」
を
締
結
す
る
義
務
を
負
い
(第
六
条
)
、③
ロ
シ
ア
政
府
の
監
督
下
に
保
証
金
を
支
払
っ
て
、
事
業
を
遂
行
し
(第
七
条
、
第
八
条
)
、
④
新
灌
概
地
の
半
分
は
原
則
と
し
て
ロ
シ
ア
人
移
民
に
割
当
て
ら
れ
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
の
監
督
下
に
入
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
(第
九
条
、
第
十
条
)。
こ
の
よ
う
に
、
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
両
国
政
府
の
裁
量
に
よ
る
企
業
家
の
灌
概
事
業
実
施
を
容
認
す
る
陸
軍
省
、
参
謀
本
部
の
態
度
を
抑
え
て
、
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
率
い
る
土
地
整
理
農
業
総
局
は
、
灌
概
事
業
の
推
進
・
ロ
シ
ア
人
入
植
促
進
・
綿
花
栽
培
の
普
及
を
柱
と
し
た
ト
ル
キ
ス
タ
ン
開
発
政
策
を
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
両
国
に
敷
街
さ
せ
る
べ
く
、
一
四
年
三
月
一
三
日
の
大
臣
会
議
に
お
い
て
基
本
原
則
を
承
認
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
先
述
し
た
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
が
主
唱
し
た
企
業
誘
致
の
法
案
は
国
家
ド
ゥ
ー
マ
を
通
過
せ
ず
、
水
利
権
法
案
は
一
六
年
や
っ
と
国
家
ド
ゥ
ー
マ
を
通
過
し
、
二
月
革
命
直
前
の
一
七
年
一
月
一
日
に
発
効
す
る
予
定
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
【8
験
む
O
い
"ω
。Ω
。
基
本
原
則
も
ま
た
、
お
そ
ら
く
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
の
勅
許
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
以
下
に
述
べ
て
い
く
事
情
に
よ
り
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
領
内
で
の
企
業
家
を
主
体
と
し
た
灌
概
事
業
の
推
進
を
困
難
に
し
た
。
帝
政
末
期
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
灌
概
利
権
問
題
に
関
す
る
一
考
察
(塩
谷
)
一
一
七
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
八
当
時
の
ロ
シ
ア
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
は
、
灌
概
の
た
め
に
企
業
家
が
大
規
模
な
土
地
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
フ
と
プ
チ
ー
ロ
フ
は
、
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
よ
り
国
有
地
ヨ
9巨
9冨
-旨
8
α
ω冨
言
を
私
有
地
ヨ
涛
に
移
転
す
る
旨
を
記
し
た
テ
ユ
ル
ク
語
、
ロ
シ
ア
語
双
方
で
記
さ
れ
た
勅
令
を
受
領
し
、
そ
の
土
地
に
対
す
る
両
名
の
所
有
権
8
α8
。・o臣
。自
ぴ
取
得
の
旨
を
勅
令
の
ロ
シ
ア
語
文
面
に
明
記
し
、
ル
ィ
コ
シ
ン
の
認
証
を
以
て
そ
の
内
容
を
ロ
シ
ア
政
府
に
認
め
さ
せ
、
灌
概
事
業
実
施
の
た
め
の
大
規
模
な
土
地
所
有
権
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
[塩
谷
NO
一舘
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ル
ィ
コ
シ
ン
は
一
三
年
一
二
月
九
日
付
の
サ
ム
ソ
ー
ノ
ブ
総
督
の
指
令
に
従
い
、
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
フ
ら
の
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
領
内
に
お
け
る
土
地
所
有
権
の
取
得
は
認
め
る
が
、
水
利
権
は
別
途
ロ
シ
ア
政
府
と
の
契
約
に
よ
り
取
得
す
べ
き
こ
と
を
彼
ら
に
通
告
し
て
い
た
日
ヨ
宅5
善
●8
。
目
.
ご
蓼
い
OO
刈"自
b
。]。
サ
ム
ソ
ー
ノ
ブ
の
指
令
に
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
政
府
が
企
業
家
に
よ
る
ハ
ン
国
領
内
の
灌
概
の
た
め
の
土
地
取
得
に
際
し
て
、
土
地
所
有
権
と
水
利
権
を
切
り
離
し
、
後
者
に
対
し
て
基
本
原
則
を
適
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
企
業
家
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
政
府
双
方
に
と
っ
て
ラ
ウ
ザ
ー
ン
荘
の
計
画
推
進
を
困
難
に
さ
せ
た
。
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
資
源
に
ほ
ぼ
完
全
に
依
存
し
た
ホ
ラ
ズ
ム
・
オ
ア
シ
ス
に
お
い
て
、水
利
権
を
伴
わ
な
い
土
地
は
利
益
を
生
ま
な
い
。
一
四
年
六
月
一
五
日
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
フ
は
、参
謀
本
部
長
ミ
フ
ネ
ヴ
ィ
チ
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
敏
府
が
ラ
ウ
ザ
ー
ン
荘
の
灌
概
に
必
要
な
水
利
権
を
認
可
す
る
よ
う
求
め
る
請
願
書
を
提
出
し
た
[蛋
勺
5
唇
・8
0戸
ポ
蓼
いOO
8
自
●
いよ
】。
こ
れ
を
受
け
て
ロ
シ
ア
政
府
は
、
基
本
原
則
第
六
条
に
従
い
ロ
シ
ア
政
府
と
企
業
家
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
べ
き
特
別
契
約
の
草
案
の
審
議
を
開
始
し
た
。
し
か
し
そ
の
審
議
は
長
引
い
て
水
利
権
の
認
可
は
下
り
ず
、
ま
た
草
案
に
は
モ
ス
ク
ワ
灌
概
会
社
の
事
業
推
進
の
四
障
害
と
な
っ
た
法
案
の
諸
事
項
と
同
等
な
、
様
々
な
規
制
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
フ
ら
は
お
そ
ら
く
革
命
前
に
事
業
に
必
要
な
水
利
権
を
ロ
シ
ア
政
府
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
は
、
大
臣
会
議
で
の
基
本
原
則
承
認
後
も
自
ら
が
ハ
ン
国
領
内
の
灌
概
の
た
め
に
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
を
自
由
に
処
分
で
き
る
と
主
張
し
続
け
た
弓
ヨ
〉
"
貸
ひ
ω
ρ
o
罫
P
孕
。
い
ω
"
員
嵩
い
旧
算
℃
ざ
菩
●
P
。
戸
P
沖
ミ
い
w
自
ひ
O
。
9
よ
昌
。
ま
た
サ
ム
ソ
ー
ノ
ブ
は
、
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
両
国
の
君
主
の
反
発
を
招
く
で
あ
ろ
う
基
本
原
則
は
、
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
の
勅
許
を
待
っ
て
通
告
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
保
留
し
た
日
ヌ
勺
ぎ
昼
」
"
o
口
」
8
孕
O
い
刈
導
員
肖
ミ
?
ミ
ご
。
し
か
し
一
四
年
七
月
第
一
次
大
戦
が
勃
発
し
、
前
線
に
赴
い
た
サ
ム
ソ
ー
ノ
ブ
の
後
任
と
し
て
マ
ル
ト
ソ
ン
が
臨
時
総
督
に
就
任
し
た
の
ち
、
一
四
年
=
月
末
に
基
本
原
則
の
通
告
は
行
わ
れ
た
日
ヌ
弓
ぎ
吾
]
b
口
」
メ
潮
Oい8
昌自
」
。(工
。O。
2
。
こ
の
の
ち
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
政
府
は
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
の
自
主
裁
量
に
関
す
る
主
張
を
行
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
政
府
は
、
一
五
年
三
-
四
月
ラ
ウ
ザ
ー
ン
荘
側
か
ら
の
、
現
地
人
や
ト
ル
ク
メ
ン
の
土
地
の
侵
犯
の
取
締
り
等
を
求
め
た
相
次
ぐ
請
願
を
受
け
入
れ
ず
、
ラ
ウ
ザ
ー
ン
荘
の
事
業
に
消
極
的
な
姿
勢
を
採
る
よ
う
に
な
っ
た
用
門
富
〉
"
合
・ひ
ω
ρ
o
戸
ご
孕
ミ
。"自
●
旨
よ
占
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
基
本
原
則
の
通
告
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
基
本
原
則
第
九
条
、
第
十
条
の
ロ
シ
ア
人
移
民
の
た
め
に
新
灌
概
地
の
半
分
を
ロ
シ
ア
政
府
に
移
管
す
る
規
定
は
、
当
時
移
民
局
を
中
心
に
ロ
シ
ア
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
㈱
で
進
行
し
て
い
た
土
地
収
用
に
並
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
ハ
ン
国
政
府
の
内
政
権
を
掘
り
崩
す
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
結
論
一
九
一
三
年
六
月
か
ら
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
領
内
に
お
い
て
、
銀
行
資
本
と
先
進
的
な
灌
概
技
術
の
導
入
に
よ
り
農
園
設
立
を
試
み
る
ラ
ウ
ザ
ー
ン
荘
の
灌
概
事
業
計
画
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
企
業
の
主
体
は
一
九
〇
九
年
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
に
支
店
を
開
設
し
た
露
亜
銀
行
、
同
時
期
に
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、
ブ
ハ
ラ
・
ア
ミ
ー
ル
国
領
内
の
灌
概
事
業
に
乗
り
出
し
た
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
宮
廷
貴
族
や
灌
概
計
画
を
立
案
す
る
技
師
た
ち
で
あ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
の
即
位
と
と
も
に
開
始
さ
れ
た
ハ
ン
国
内
で
の
地
税
改
革
の
行
き
詰
ま
り
の
打
破
、
ト
ル
ク
メ
ン
と
の
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
の
管
理
を
め
ぐ
る
紛
争
解
決
を
目
指
す
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
政
府
と
、
ハ
ン
国
領
内
に
灌
概
事
業
の
機
会
を
求
め
た
ロ
シ
ア
人
企
業
家
の
利
益
は
一
致
し
た
。
し
か
し
ロ
シ
ア
人
企
業
家
に
は
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
に
進
出
す
る
別
の
理
由
が
あ
っ
た
。
一
九
=
二
年
六
月
ラ
ウ
ザ
ー
ン
荘
の
灌
概
計
画
立
案
者
エ
ル
モ
ラ
エ
フ
は
、
ロ
シ
ア
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
や
ブ
ハ
ラ
・
ア
ミ
ー
ル
国
で
は
な
く
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
領
内
に
お
い
て
の
み
、
企
業
主
導
の
灌
概
事
業
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
[塩
谷
N
O
H卜。]。
そ
の
背
景
に
は
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
開
発
政
策
を
推
進
し
て
い
た
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
率
い
る
土
地
整
理
農
業
総
局
を
中
心
と
し
た
ロ
シ
ア
政
府
が
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
灌
概
事
業
へ
の
企
業
の
誘
致
を
試
み
る
の
と
同
時
に
、
企
業
誘
致
の
法
案
と
水
利
権
法
案
を
策
定
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
帝
政
末
期
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
灌
概
利
権
問
題
に
関
す
る
一
考
察
(塩
谷
)
一
九
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
=
一年
=
一月
=
一〇
利
益
を
政
府
の
政
策
目
標
に
合
わ
せ
て
規
制
し
よ
う
と
し
て
い
た
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
当
時
ロ
シ
ア
政
府
の
規
制
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
プ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
領
内
に
、
企
業
家
た
ち
は
灌
概
事
業
の
機
会
を
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
当
局
は
、
予
め
中
央
政
府
か
ら
出
さ
れ
た
計
画
を
正
確
に
遂
行
す
る
だ
け
で
あ
り
、
一
八
七
三
年
の
ヒ
ヴ
ァ
と
の
和
平
条
約
に
違
反
が
な
い
よ
う
、
た
だ
こ
れ
を
遵
守
さ
せ
る
の
み
で
あ
る
」
【毎
℃
寄
善
●
P
o
口
・
P
孕
ミ
い
"
員
●
い
]
と
述
べ
た
ル
ィ
コ
シ
ン
は
、
土
地
整
理
農
業
総
局
を
中
心
に
新
た
な
水
利
権
法
や
基
本
原
則
の
策
定
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
を
熟
知
し
、
ま
た
和
平
条
約
に
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
利
用
、
処
分
に
関
す
る
規
定
が
な
い
こ
と
も
十
分
に
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
両
国
間
の
唯
一
の
取
決
め
で
あ
つ
た
和
平
条
約
の
条
文
を
拡
大
解
釈
す
る
こ
と
で
、
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
の
国
有
地
分
与
と
ロ
シ
ア
人
企
業
家
の
灌
概
計
画
に
介
入
し
、
新
た
に
ロ
シ
ア
政
府
の
統
一
見
解
と
し
て
提
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
基
本
原
則
の
適
用
を
試
み
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ル
ィ
コ
シ
ン
の
批
判
に
対
し
て
、
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ハ
ン
は
そ
の
歴
史
的
経
緯
に
も
と
づ
き
ハ
ン
国
の
灌
概
の
自
主
裁
量
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
張
は
一
九
一
四
年
三
月
一
三
日
の
大
臣
会
議
で
承
認
さ
れ
た
基
本
原
則
が
一
四
年
=
月
末
ハ
ン
国
に
通
告
さ
れ
る
こ
と
で
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
政
府
の
規
制
を
逃
れ
た
企
業
家
た
ち
の
灌
概
分
野
で
の
ハ
ン
国
へ
の
進
出
は
、
ロ
シ
ア
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
場
合
と
同
様
に
、
国
家
目
標
の
た
め
に
企
業
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
方
向
に
向
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
の
自
国
領
内
に
お
け
る
灌
概
の
自
主
裁
量
の
権
限
の
剥
奪
を
も
招
く
結
果
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
五
年
春
以
降
、
ハ
ン
国
領
内
で
ト
ル
ク
メ
ン
の
反
乱
が
拡
大
し
、
ロ
シ
ア
軍
が
ヒ
ヴ
ァ
に
進
駐
し
て
、
ハ
ン
国
政
府
が
内
政
権
を
実
質
的
に
喪
失
し
て
い
く
過
程
に
先
立
つ
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
年
夏
ま
で
に
、
ラ
ウ
ザ
ー
ン
荘
は
ハ
ン
国
政
府
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
分
区
双
方
か
ら
の
保
護
を
受
け
ら
れ
ず
、
ト
ル
ク
メ
ン
の
占
領
下
に
置
か
れ
、
実
質
的
に
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
と
同
じ
く
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
に
位
置
し
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
保
護
国
と
な
っ
て
い
た
ブ
ハ
ラ
・
ア
ミ
ー
ル
国
領
内
の
灌
概
利
権
問
題
の
展
開
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
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(1)(2)(3)
本
論
は
平
成
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(若
手
研
究
(
B
)
、
課
題
番
号
"
二
二
七
二
〇
二
六
三
)
お
よ
び
平
成
二
四
年
度
「
ス
ラ
ブ
.
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
(旧
ソ
連
・
東
欧
)
を
中
心
と
し
た
総
合
的
研
究
」
(北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
)
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
論
の
月
日
の
表
記
は
原
則
と
し
て
断
り
が
な
い
限
り
ロ
シ
ア
の
ユ
リ
ウ
ス
暦
に
よ
り
算
用
数
字
で
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
の
月
日
を
加
え
る
と
き
は
、
＼
で
区
切
っ
て
そ
の
前
に
示
し
て
い
る
。
両
国
の
国
境
線
を
規
定
し
た
第
二
条
で
は
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
利
用
に
関
す
る
言
及
は
な
く
、
ま
た
第
五
条
は
ア
ム
ダ
リ
ヤ
に
お
け
る
ロ
シ
ア
船
舶
の
自
由
か
つ
独
占
的
な
航
行
権
と
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ロ
シ
ア
最
高
権
力
(
つ
ま
り
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
府
)
の
許
可
の
も
と
で
の
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
船
舶
の
航
行
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
【膠
容
。。
強
…
〇
一い
"
一
。ρ
しd
o。
『
o円
一〇
ひ
。
"
ω
一9
。
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
は
、
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
に
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
の
有
力
者
ラ
ウ
ザ
ー
ン
・
バ
イ
巨
碧
N
習
ゆ
9
に
よ
っ
て
ホ
ラ
ズ
ム
中
部
に
建
設
さ
れ
た
。
一
八
三
〇
年
ご
ろ
ア
ム
ダ
リ
ヤ
が
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
に
向
か
っ
て
氾
濫
を
起
こ
し
、
そ
の
後
一
帯
が
湖
沼
と
な
っ
た
。
こ
の
機
会
を
利
用
し
、
一
八
三
〇
1
四
〇
年
代
の
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
た
ち
は
ハ
ン
国
西
部
に
お
い
て
灌
概
事
業
を
推
進
し
、
そ
の
結
果
ト
ル
ク
メ
ン
な
ど
の
定
住
化
が
進
展
し
た
。
ト
ル
ク
メ
ン
は
ハ
ン
国
に
軍
事
力
を
提
供
す
る
こ
と
と
引
き
換
え
に
免
税
・
免
役
の
特
権
を
有
し
た
。
一
八
五
〇
1
六
〇
年
代
ト
ル
ク
メ
ン
の
反
乱
に
よ
り
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
は
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
の
主
流
を
封
鎖
し
た
た
め
、
ハ
ン
国
西
部
の
灌
概
地
は
荒
廃
し
た
が
、
一
八
六
九
年
以
降
ラ
ウ
ザ
ー
ン
の
南
北
の
支
流
(
ハ
ン
・
ヤ
プ
と
シ
ャ
ー
・ム
ラ
ー
ド
)
の
復
興
が
進
め
ら
れ
た
。
以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
[ω
毎
o
巻
b。
O
一一
】
を
参
照
。
な
お
、
ラ
ウ
ザ
ー
ン
一
帯
の
灌
概
網
に
つ
い
て
は
[塩
谷
b。
O
一
N
]
に
挿
入
の
地
図
を
参
照
。
ま
た
本
論
に
お
い
て
テ
ユ
ル
ク
語
の
寒
巨
一鋳
甲
覧
8
房
げ
畳
お
よ
び
ロ
シ
ア
語
の
ズ8
0臣
銘
＼
ヨ
。蚤
巷
。田
。臣
露
ωΩ
§
凶
を
「
国
有
地
」
と
訳
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
用
語
の
定
義
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
[磯
貝
お
㊤
㊤
…
①
Ω
を
参
照
。
一
八
六
〇
年
代
後
半
以
降
確
立
し
た
帝
政
ロ
シ
ア
の
統
治
な
い
し
保
護
の
も
と
に
あ
っ
た
中
央
ア
ジ
ア
南
部
定
住
地
域
に
お
い
て
、
現
地
ム
ス
リ
ム
住
民
と
ロ
シ
ア
植
民
地
当
局
と
の
間
に
、
テ
ユ
ル
ク
語
、
ペ
ル
シ
ア
語
と
ロ
シ
ア
語
そ
れ
ぞ
れ
で
表
現
さ
れ
た
土
地
の
範
躊
や
所
有
権
に
関
す
る
用
語
の
対
応
関
係
を
め
ぐ
る
共
通
理
解
は
広
く
浸
透
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
[Qo
9。
耳
o
ユ
N
O
一〇
】
を
参
照
。
一
九
一
二
年
か
ら
一
四
年
に
か
け
て
ア
ム
ダ
リ
ヤ
分
区
長
官
を
務
め
た
ル
ィ
コ
シ
ン
=
目
0
9
『。
8
ヨ
』
F
蓉
日
臣
(
一
八
六
〇
⊥
九
二
二
年
)
の
経
帝
政
末
期
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
灌
概
利
権
問
題
に
関
す
る
一
考
察
(塩
谷
)
一
二
五
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
=
一年
一
二
月
一
二
六
(4)(5)(6)(7)
歴
に
つ
い
て
は
、
[切
8
×
臣
8
N8
9
鼠
㌣
鼠
Ω
を
参
照
。
彼
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
導
入
に
よ
る
文
民
統
治
へ
の
移
行
を
否
定
し
、
軍
政
の
維
持
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
彼
は
ロ
シ
ア
人
軍
政
官
と
、
ロ
シ
ア
支
配
の
恩
恵
を
理
解
し
市
民
性
愚
"葺
臣
。冨
o
臣
o
。
誤
を
身
に
つ
け
た
現
地
ム
ス
リ
ム
知
識
人
と
の
接
近
。
9
N
葵
o
§
¢
こ
そ
が
、
軍
政
に
よ
る
植
民
地
統
治
の
最
終
目
標
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
[ζ
o
巳
。・8
P
O
一2
。
分
与
規
定
の
正
式
な
名
称
は
、
「
ヒ
ヴ
ァ
領
内
の
非
灌
概
地
を
諸
人
に
賃
貸
な
い
し
諸
人
の
私
有
地
と
し
、
国
庫
へ
の
納
税
を
条
件
に
分
与
す
る
諸
規
定
写
剛≦
旨
ロ
同鼠
αq
冨
巴
団
ぢ
「一倒日
同
び
母
臨
日
σq
訂
ご
欝
αq匿
く
p
ヨ
一一5
葛
冨
α
ω冨
菖
σ。
げ
ヨ
碧
.昌
呂
σ
冒
寓
邑
ヨ
輿
団昌
=
壁
岡σ
一翼
＼
ぎ
員
o
。・
§
℃
器
員
き
寓
嚇
罠
匿
竃
§
葛
竃
口。
巷
o長
=
o
o
口
o
申
ωo
口。臣
器
国
ロ
0
8
竃
o
ヨ
o=
=
8
u5員
昌
o
臣
⑦
o
切
0
9
塩
¢
x
ωo
蕊
ま
×
臣
臣
Ω
3
8
×
臣
o月
。
僧
ω㊤
《
o↓
臣
o
。
員
o
臣
匡
o
目
o
泪
留
邑
で
あ
る
[毎
℃
寄
…合
.
ご
o
口
」
8
泪
.
O
い
刈
"自
」
刈
占
三
。
分
与
規
定
案
の
内
容
は
以
下
の
項
目
か
ら
な
っ
て
い
た
。
立
地
に
応
じ
た
土
地
の
購
入
価
格
な
い
し
賃
料
、賃
借
の
場
合
の
賃
借
期
間
(第
一
-
二
条
)
、
課
税
の
条
件
(第
三
-
四
、
六
条
)
、
数
年
間
事
業
に
未
着
手
の
場
合
の
土
地
の
返
還
義
務
(第
五
条
)
、
購
入
者
な
い
し
賃
借
人
に
課
さ
れ
る
土
地
の
測
量
、
地
図
の
作
成
と
そ
の
ハ
ン
へ
の
提
出
の
義
務
(第
七
条
)
、
運
河
の
建
設
、
維
持
、
利
用
の
規
則
(第
八
⊥
二
条
)
、
所
有
権
の
第
三
者
へ
の
移
転
に
関
す
る
条
件
(第
一
五
-
一
六
条
)
、
取
得
し
た
土
地
へ
の
ハ
ン
の
介
入
の
権
利
(
ハ
ン
は
敷
地
内
に
城
塞
、
モ
ス
ク
、
バ
ザ
ー
ル
、
運
河
を
自
由
に
建
設
し
う
る
、
敷
地
内
の
地
下
資
源
の
所
有
権
お
よ
び
ヒ
ヴ
ァ
臣
民
に
対
す
る
裁
判
権
は
ハ
ン
に
属
す
る
な
ど
)
(第
一
三
-
一
四
、
一
七
、
一
九
条
)
、
鉄
道
建
設
の
た
め
に
必
要
な
土
地
の
有
償
譲
渡
(第
一
八
条
)、
分
与
規
定
の
変
更
の
た
め
の
条
件
(第
二
〇
条
)
を
定
め
た
【塁
噌
ぎ
"貸
ご
。
戸
一メ
孕
O
い
メ
自
」
刈占
三
。
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
府
は
、
以
前
か
ら
ハ
ン
国
宮
廷
で
の
タ
タ
ー
ル
人
通
訳
の
活
動
を
警
戒
し
て
い
た
。
一
九
〇
〇
年
に
は
当
時
の
ア
ム
ダ
リ
ヤ
分
区
長
官
ガ
ル
キ
ン
が
、
ハ
ン
国
宮
廷
の
タ
タ
ー
ル
人
通
訳
を
、
そ
の
汎
テ
ユ
ル
ク
主
義
的
、
反
ロ
シ
ア
的
姿
勢
を
口
実
に
追
放
し
て
い
る
【∩
錯
匡
δ
。・
一〇
謬
二
ま
1
高
Σ
。
ル
ィ
コ
シ
ン
と
知
己
の
あ
っ
た
ロ
シ
ア
の
東
洋
学
者
バ
ル
ト
リ
ド
は
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
分
区
の
領
域
は
、
十
世
紀
を
中
心
に
ガ
ー
ウ
ハ
ー
ラ
○
蝉
芝
喜
く
貯
9。
運
河
に
よ
っ
て
灌
概
さ
れ
た
地
域
を
含
ん
で
い
た
が
、
ロ
シ
ア
政
府
は
分
区
の
行
政
の
中
心
ペ
ト
ロ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
よ
り
下
流
で
わ
ず
か
二
万
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
が
灌
概
可
能
と
判
断
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
窃
p肩
自
琵
一旨
S
一い
押
密
唱
↓自
呂
一ま
い
"
一象
-
一ひ
呂
。
ま
た
、
ル
ィ
コ
シ
ン
は
総
督
へ
の
覚
書
草
稿
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
的
技
術
の
導
入
と
多
額
の
資
本
投
下
を
実
現
し
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
流
水
を
一
カ
所
で
堰
き
と
め
、
左
岸
、
右
岸
両
方
に
二
本
の
幹
線
運
河
を
掘
り
、
そ
こ
か
ら
よ
り
小
規
模
な
運
河
を
分
岐
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
[蛋
℃
5
"
曾
ド
。
戸
ご
孕
ω
一♪
韓
刈
い
ー
ま
。
α
%
た
だ
し
ル
ィ
コ
シ
ン
は
、
現
地
の
伝
統
的
な
揚
水
車
輪
9
5
騨
＼
爵
門壱
ぴ
に
代
わ
り
、
動
力
灌
概
を
導
入
す
る
こ
と
に
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
【塁
℃
ざ
"
貸
P
o
舅
だ
戸
ω
一♪
自
]
ω
0
0
.為
¶
刈
Σ
。
一
九
〇
八
年
九
月
一
五
日
付
で
ド
リ
ャ
ー
ギ
ン
陸
軍
少
将
弓o
器
℃
碧
ま
愚
o
℃
ξ
曽
臣
が
も
た
ら
し
た
情
報
に
も
と
つ
く
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
分
区
の
民
族
籍
別
人
口
は
、
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
九
万
五
〇
〇
〇
人
、
ウ
ズ
ベ
ク
五
万
五
〇
〇
〇
人
、
カ
ザ
フ
四
万
人
、
ト
ル
ク
メ
ン
(ア
タ
族
)
一
万
六
〇
〇
〇
人
、
サ
(8)(9)(10)(11)(12)(13)
ル
ト
ニ
〇
五
〇
人
、
ロ
シ
ア
人
五
五
二
六
人
、
そ
の
他
を
含
め
て
総
計
二
一
万
四
二
七
五
人
で
あ
っ
た
【々
肖
寒
窪
8
一〇
刈
刈
る
。も
O
】。
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
お
よ
び
ブ
ハ
ラ
・
ア
ミ
ー
ル
国
の
将
来
的
な
ロ
シ
ア
へ
の
併
合
の
必
要
性
は
、
当
時
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
府
で
は
サ
ム
ソ
ー
ノ
ブ
が
認
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
田
8
冨
=
O
ひ
。
己
旨
占
P
ω
旧掴
⑳
出
召
碧
臣
露
〉
ω§
8
0
。
…
5
刈
一。
新
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
の
建
設
計
画
を
立
案
し
た
ゲ
リ
マ
ン
×
・
じ⇔
.
宗
自
竃
鎚
は
、
こ
れ
を
当
初
の
計
画
か
ら
の
逸
脱
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
【器
員
睾
臣
一8
0
"
一ω
N
⊥
い
ひ
]。
近
年
、
青
木
恭
子
が
移
住
法
、
移
住
者
の
統
計
、
移
住
者
の
故
郷
と
の
つ
な
が
り
や
帰
還
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て
い
る
。
最
新
の
成
果
と
し
て
、
[青
木
N
O
三
を
参
照
。
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
は
一
八
九
六
年
内
務
省
移
民
局
副
局
長
、
一
九
〇
四
-
〇
五
年
移
民
局
長
、
の
ち
に
土
地
整
理
農
業
総
局
長
(在
任
一
九
〇
八
年
五
月
⊥
五
年
十
月
)
を
歴
任
し
、
移
民
政
策
の
立
案
、
実
施
を
担
っ
た
q
o中
①
ら
ゆ
α
"
ω
。
G。
】。
土
地
整
理
農
業
総
局
ζ
9臣
。
o
岩
窓
u・自
。霞
o
ω窪
自
超
臼
℃
息
自
毘
国
ωo
藷
琵
¢自
凶
は
、
国
有
財
産
省
の
後
継
組
織
で
あ
っ
た
農
業
国
有
財
産
省
の
改
組
に
よ
り
〇
五
年
五
月
に
成
立
し
、
土
地
改
良
局
、
移
民
局
、
異
族
人
土
地
整
理
農
業
局
ぎ
忘
雪
o霞
。
器
§
琵
自
竈
謹
ωo
善
超
。弓
o
§
白
曽
臣
o
唱
o
昼
o
国
、
土
地
整
理
問
題
委
員
会
δ
§
目留
国
o
ωo
§
超
oも
§
↓自
臣
図
ζ
員
呂
9
ζ
、
各
州
・
郡
の
土
地
整
理
委
員
会
ω¢
§
超
實
℃
o
§
雪
臣
越
天
o
§
。o
§
を
管
轄
下
に
置
い
た
。
そ
し
て
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
は
そ
の
局
長
と
し
て
、
「
最
初
の
ロ
シ
ア
植
民
相
器
鴇
慧
§
霞
。
弓
題
8
霞
×
δ
員
畠
愚
」
と
呼
ば
れ
た
[苔
冨
o
屋
。
臣
一
〇
〇
い
二
ω
呂
。
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
イ
ン
が
自
身
の
政
策
を
政
府
内
諸
機
関
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
彼
が
省
庁
間
の
競
争
を
勝
ち
抜
き
、
ロ
シ
ア
政
府
内
の
意
思
決
定
機
関
や
皇
帝
に
影
響
力
の
あ
る
人
物
と
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
余
念
が
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
彼
は
陸
相
ス
ホ
ム
リ
ー
ノ
ブ
な
ど
の
政
敵
を
排
除
し
、
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
、
国
家
ド
ゥ
ー
マ
、
国
家
評
議
会
ば
か
り
で
は
な
く
、
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
の
皇
后
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
の
支
持
を
受
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
一
九
一
四
年
二
月
か
ら
一
五
年
夏
に
か
け
て
は
ロ
シ
ア
政
府
内
最
大
の
実
力
者
と
目
さ
れ
て
い
た
【疹
臣
o
日
①臣
一〇
り
ω
」
も。
仰
西
山
NO
O
N
」
一命
聞
邑
興
N
O
8
"
一
㊤
O
占
ゆ
9
=
①<
Φ
口
お
㊤
。
」
。
劇
占
。
凹
。
企
業
誘
致
に
関
す
る
法
案
の
正
式
名
称
は
、
「
シ
ル
ダ
リ
ヤ
、
フ
ェ
ル
ガ
ナ
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
、
セ
ミ
レ
チ
エ
、
ザ
カ
ス
ピ
諸
州
の
個
人
資
本
に
よ
る
灌
概
事
業
実
施
に
関
す
る
法
案
弓
o
①霞
ω
pδ
臣
o
弓
o爲
切
o碧
目
。・
。
冨
自
9
轟
禽
臣
×
。℃
琵
。冨
o
で
o
。国
日
o自
臣
×
麗
◎
自
。
∩
匡
マ
員
巷
霞
零
ズ
o
貫
e
Φ窮
9。弱
蓉
声
9
竃
巷
憲
琵
o
零
罫
O
Φ竃
鳶
o
`
Φ題
δ
駄
国
ω
輿
9
0目
詠
o§
諒
0
9
9
0話
×
」
で
あ
る
冨
o
α
匿
『臣
這
P
冊
占
。
す
で
に
一
八
八
六
年
ト
ル
キ
ス
タ
ン
地
方
統
治
規
程
の
制
定
に
際
し
て
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
灌
概
発
展
の
た
め
、
企
業
を
灌
概
事
業
に
誘
致
す
る
提
案
が
国
有
財
産
省
か
ら
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
雷
o
α
7弓
臣
お
P
命
ω]。
一
九
〇
四
年
土
地
改
良
局
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
灌
瀧
事
業
へ
の
企
業
誘
致
を
試
み
、
当
時
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
灌
概
へ
の
投
資
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
モ
ス
ク
ワ
の
繊
維
産
業
の
企
業
家
た
ち
に
よ
る
モ
ス
ク
ワ
灌
概
会
社
設
立
を
後
押
し
し
た
[Uu
突
8
掌
慈
巴
O
。
S
ま
1
刈
。
甲
8
穿
一〇
〇
い
"
ω
刈
舘
。
な
お
プ
チ
ー
ロ
フ
率
い
る
露
亜
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
財
閥
と
、
モ
ス
ク
ワ
の
繊
維
産
業
の
企
業
家
た
ち
と
の
間
で
の
、
帝
政
末
期
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
灌
概
利
権
問
題
に
関
す
る
一
考
察
(塩
谷
)
一
二
七
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
=
一月
一
二
八
(14)(15)(16)(17)(18)(19)(21)(20)(24)(23)(22)
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
の
綿
花
取
引
を
め
ぐ
る
競
争
に
つ
い
て
は
、
【国
①
σ
臼
一
Φ
○。
N
"
G。
①
膳
凸
①凹
を
参
照
。
ギ
ン
ス
は
、
ト
ル
ギ
ス
タ
ン
の
新
た
な
水
利
権
法
案
に
お
い
て
国
家
の
至
上
権
器
℃
×
8
。
蓉
田
o
＼
=
9
窪
のお
。霞
、
公
有
財
産
塁
◎
葛
罠
器
負
慧
8
◎
。田
o
臣
○
。亭
、
公
共
財
塁
α
自
由
。
¢
麟
塁
日
o
。部
o
＼
α
験
昌
一ぎ
冨
。
〇
三
＼
ユ
o日
塑囲器
麗
σ
一
。
に
対
す
る
権
利
を
規
定
す
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
『
臣
。
一2
呼
凸
。
な
お
、
一
九
二
〇
年
に
ハ
ル
ビ
ン
へ
と
亡
命
し
た
後
の
ギ
ン
ス
の
活
動
に
つ
い
て
は
[中
嶋
P
8
ω
一
を
参
照
。
こ
の
調
査
は
一
九
一
七
年
ま
で
継
続
さ
れ
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
流
量
調
査
、
測
流
、
水
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
測
定
、
流
域
の
地
質
調
査
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
【皆
田
o福
臣
二
〇ミ
"宝
1
ω
一]。
一
九
二
年
か
ら
=
二
年
に
か
け
て
、
企
業
家
な
ど
か
ら
土
地
整
理
農
業
総
局
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
地
方
土
地
国
有
財
産
局
へ
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
領
内
で
の
灌
概
事
業
に
認
可
を
求
め
る
請
願
は
約
五
〇
件
に
の
ぼ
っ
た
[口σ
突
8
申
ζ
臣
這
。
S
埜
。
こ
の
通
告
は
、
在
ブ
ハ
ラ
の
ロ
シ
ア
政
治
代
表
部
お
よ
び
ア
ム
ダ
リ
ヤ
分
区
長
官
に
伝
達
さ
れ
た
[塁
勺
5
善
●
P
。
戸
ご
ド
ω
い
P
員
.
ω
。
2
。
し
か
し
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
両
国
内
の
灌
概
事
業
に
対
す
る
規
制
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
【塁
宅
5
菩
.
P
o
員
」
"孕
ω
いP
員
●い
】。
こ
の
草
案
で
は
、
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
に
お
け
る
灌
概
利
権
供
与
は
ロ
シ
ア
政
府
の
認
可
を
必
要
と
し
、
長
期
の
も
の
は
認
め
ら
れ
ず
、
利
権
保
有
者
答
潭
¢
。
自
。
器
℃
は
、
ロ
シ
ア
政
府
と
の
特
別
契
約
。
8
0
♂愚
岩
円畠
。も
締
結
、
政
府
に
よ
る
事
業
監
視
の
受
入
れ
、
政
府
へ
の
保
証
金
ω舘
o
円
の
支
払
い
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
灌
概
地
の
半
分
を
ロ
シ
ア
人
移
民
の
た
め
に
提
供
す
べ
き
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
[蛋
勺
5
"
臼
」
w
。
戸
一8
孕
O
い
8
員
戸
一に
。
O
。-
一
一ω
]。
さ
ら
に
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
水
管
理
は
土
地
整
理
農
業
総
局
を
中
心
と
す
る
ロ
シ
ア
政
府
が
行
う
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
た
【量
勺
ぎ
善
・
r
自
・
§
h
.
O
い
メ
員
員
」
ω
一-
一ω
一〇
α
引
貸
P
自
」
w
員
。
ω
い
P
自
。ω
-よ
一。
『テ
ル
ジ
ュ
マ
ン
』
紙
一
九
一
四
年
一
月
一
五
日
付
=
号
に
、
ロ
シ
ア
・
ム
ス
リ
ム
の
啓
蒙
改
革
主
義
者
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
ガ
ス
プ
ラ
ル
は
、
「
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
の
土
地
ゆ
⊆
穿
理
甲
写
冒
碧
9
轟
£
豊
」
と
題
す
る
論
説
を
寄
せ
、
灌
概
利
権
問
題
を
め
ぐ
る
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
と
陸
相
と
の
間
の
見
解
の
相
違
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
総
督
は
条
約
を
無
視
し
て
両
国
内
の
土
地
の
案
件
へ
の
介
入
を
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
教
育
、
衛
生
、
商
業
面
で
の
改
善
・
発
展
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、
文
明
と
改
革
の
諸
策
を
両
国
に
受
け
入
れ
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
【O
霧
嘗
蕊
窪
一〇
三
。
こ
の
会
議
で
は
、
ロ
シ
ア
と
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
両
国
と
の
条
約
に
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
利
用
の
制
限
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一
三
年
七
月
時
点
の
基
本
原
則
案
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
人
入
植
が
総
督
の
指
示
に
よ
り
行
わ
れ
る
べ
き
と
す
る
文
言
が
付
け
加
え
ら
れ
、
「
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
処
分
権
は
土
地
整
理
農
業
総
局
を
中
心
と
す
る
ロ
シ
ア
政
府
に
あ
る
」
と
い
う
一
文
か
ら
「
土
地
整
理
農
業
総
局
を
中
心
と
す
る
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
た
[日
》
勺
ざ
善
」
"o
口
」
8
孕
O
い
刈
"自
」
旨
1
5
N
o
α
・]。
公
布
さ
れ
た
水
利
権
法
の
原
文
は
参
照
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
草
案
に
関
す
る
解
説
は
、
『
臣
。
這
一P
]
を
参
照
。
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
フ
は
、
土
地
整
理
農
業
総
局
に
対
し
て
も
同
様
の
請
願
を
行
っ
て
い
る
[塁
勺
5
"貸
メ
自
」
Ψ
沖
い
O
Oメ
昌
昌
」
O
占
O
】。
一
九
一
五
年
=
月
に
お
い
て
も
特
別
契
約
案
は
審
議
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
審
議
さ
れ
て
い
た
二
五
力
条
か
ら
な
る
契
約
案
に
は
、
ロ
シ
ア
人
の
(25)(26)
入
植
促
進
や
、
ロ
シ
ア
政
府
の
事
業
査
察
受
け
入
れ
と
そ
の
費
用
の
負
担
、
ロ
シ
ア
政
府
へ
の
事
業
保
証
金
の
納
入
、
五
年
間
で
の
灌
概
工
事
完
了
と
い
っ
た
企
業
家
の
諸
義
務
が
示
さ
れ
て
い
る
[舅
℃
5
"
臼
・
8
0
類
」
聾
'
いO
O
刈
"
自
.
ωム
ー
ω
Σ
。
一
九
一
四
年
五
月
ハ
ン
は
ブ
リ
ュ
リ
ン
グ
に
対
し
て
「
ハ
ン
国
に
は
そ
の
自
由
な
水
利
用
を
妨
害
す
る
も
の
は
何
も
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
発
言
し
て
い
る
冤
ヨ
〉
…曾
ひ
い
ρ
。
戸
P
戸
。
い
F
員
・
喬
呂
。
ま
た
同
年
七
月
ハ
ン
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ヴ
ァ
フ
ァ
ー
・
バ
ッ
カ
ー
ロ
フ
を
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
派
遣
し
、
①
ブ
ハ
ラ
と
同
様
な
政
治
代
表
部
の
ヒ
ヴ
ァ
へ
の
設
置
、
②
ハ
ン
の
自
由
裁
量
に
よ
る
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
利
権
の
承
認
、
③
和
平
条
約
の
全
面
改
定
、
を
ロ
シ
ア
政
府
と
交
渉
さ
せ
よ
う
と
し
た
[塁
℃
ぎ
善
.
P
o
口
.
P
孕
ミ
い
"昌
筒
ひ
O
。
9
よ
ご
。
近
年
の
研
究
と
し
て
、
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
改
革
期
の
中
央
ア
ジ
ア
北
部
遊
牧
地
域
へ
の
ロ
シ
ア
人
入
植
と
移
民
局
の
土
地
収
用
に
つ
い
て
は
、
【西
山
P
OO
ド
。
ω
-三
ε
お
よ
び
窟
き
。互
㊤
P
OO
O
"
給
あ
ひ
]、
中
央
ア
ジ
ア
南
部
定
住
地
域
に
お
け
る
ロ
シ
ア
政
府
の
土
地
査
定
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
冤
9
9。島
P
9
二
を
参
照
。
ま
た
、
帝
政
末
期
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
農
業
移
民
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
窃
巷
月自
日
お
P
曵
二
轟
。
⊥
ひ
O
]
を
参
照
。
帝
政
末
期
ア
ム
ダ
リ
ヤ
流
域
の
灌
概
利
権
問
題
に
関
す
る
一
考
察
(塩
谷
)
一
二
九
